
【ご参考】再生可能エネルギーファンドの全体像・特徴

－再生可能エネルギーの電力を「つくる」から「つかう」までつなぐファンド

 日本のカーボンニュートラルに貢献するファンドとして、再エネ電力を「つくる」発電事業に投資し、その上でZエナジー株主が
自社や関係先で再エネ電力を「つかう」まで一気通貫まで実施することで、再エネ拡大の課題解決を目指します
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順次、アセット拡大して投資を実施
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*1 コアパートナーは、特に、ファンド全体の統括を牽引する役割を担うパートナー企業
*2 General Partnerの略。ファンドの運用主体となる無限責任組合員のことをいう
*3 Limited Partnershipの略。GPとファンドの出資者となる有限責任組合員によって構成される
*4 バーチャルパワープラントの略。多数の小規模な発電所や、電力の需要抑制システムを一つの発電所のようにまとめて制御を行うこと。 「仮想発電所」とも呼ばれる
*5 電力需要地の近くに設置された複数の小規模な発電所によって地域の必要な電力を供給する自立・分散型のエネルギー供給システムのこと


